
顧客蓄号：30131
株式会社デトックス： Yasuhiro Konishi 
Detox Co., Ltd. 

オーダー：210526-0467
患者：
ID: P211460359
性別： Female
年齢：8 DOB: 2012/10/02 

5-18-101 Rokubancho Chiyoda-ku 
Tokyo, 102-0085 Japan 

総合便検査
細堕学培養

期待／＊益な編薗叢 共生（不均衡）細薗叢 悪性編薗叢

3+ Bacteroides fragilis群

4+ ビフィドバクテリウム属

4+ 大腸醇

NG ラクトバシルス属

3+ 腸球菌属

4+ クロストリジウム属

NG＝増殖なし

2+ シトロバクタートレウディ複合体

3+ Streptococcus ga//o/yticus 

細菌情報

期待される／賓益な細菌は、健全でバランスのとれた消化管における総微生物叢のかなりの部分を構成します。これらの有益な細菌は 、 ピタミンの製
造 、 発酵繊維｀消化蛋白や炭水化物、 抗腫瘍・抗炎症因子の増雇など、消化管において多くの健康保護作用を有します。
クロストリジウム健康な腸内に多い細菌叢Clostridium spp．は 、 他の期待される／有益な細菌叢とのバランスとの関連において考慮されるぺきです。ク
ロストリジウムが存在しないか 、 または他の予想される／有益な細菌叢と比較して存在量が多ければ 、 細菌の不均衡が示唆されます。C.difficile関連疾
患が疑われる場合は、包括的なクロストリジウム培養または毒素産生性C.difficile DNA試験が推奨されます。
共生（不均衡な）織薗は通常、宿主の消化管に対して病原性も有益性もないです。不均衡は、有益な細菌のレベルが不十分で共生細菌のレペルが
増加している場合に起こりうります。ある種の共生細菌は 、 より高いレベルで異生物として報告されます。
異生物細薗は既知の病原性細菌と消化管に疾患を引き起こす可能性のある細菌からなります。それらは 、 以下のようないくつかの因子により存在数：
汚染された水または食物の摂取 、 有益な細菌に有毒な化学物質への暴露；抗生物質 、 経口避妊薬または他の薬物の使用；繊維摂取不良および高いス
トレスレベル。

正常織薗叢

酵母未分離

一
結果

ほと万西面；

EXPECTED 

なし 一 Rare

便中の酵母は稀ではないレベルで予想されます。
Few 、 moderate 、 またはmanyの糞便中の酵母の顕
微鏡所見は 、 潜在的な酵母の過剰増殖 、 または生
存不能または食物性酵母の同定に役立つことがあ
ります。

コメント：
採取日： 2021/05/24 
受領日： 2021/05/26 
報告日： 2021/06/04 

酵母培養
悪性編薗叢

1 酵母情報 I 
イースト は通常は少量皮膚 、 口腔 、 腸 、 そして皮膚粘膜接合部に見いだされます。イーストの
過成長によって理論的にはすべての組織臓器に感染可能です。そして感染すると様々な臨床
兆候が見られます。真菌性下痢は、広範囲の抗生物質使用或は患者の免疫状態の広範囲な
変性と関係して おきます。そしてその症状には腹痛、筋けいれん、そして刺激過敏が含まれま
す。イーストの存在を謂べるとき、 培養と顕微鏡検査での結果とには不一 致があるかもしれませ
ん。イーストは便中に一様に分散している訳では無いからです。このことによって顕微鏡では検
出できなかったりごく微量であったりしたのが培養では十分な量のイーストが検出されることが
あります。逆に、 顕微鍍検査では相当量のイーストが存在するにもかかわらず、 全く培養されな
いこともあります。イーストは消化管を通過する際必ずしも生存して通過する訳ではないので検
出されないこともあります。

方法： MALDI-TOFおよび従来の生化学的による培養および同定
遍に.＝ーコ←

*Aeromonas,Campylobacter,Plesiomonas,Salmonella,Shigella,Vibrio,Yersinia,&Edwardsiella tarda は特異的に検査され、検出されない限り報告
されていないです。
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オーダー：210526-0467 
患者： 
ID: P211460359
性別： Female
年齢：8 DOB: 2012/10/02

総合便検査

WITHIN OUTSIDE 

エラスターゼ >500 

脂肪染色 なし

筋繊維 なし

植物繊維 Rare 

炭水化物↑ 陰性

WITHIN OUTSIDE 

ラクトフェリン く0.5

カルプロテクチン く5

リゾチーム＊ 158 

白血球 なし

粘液 陰性

WITHIN OUTSIDE 

分泌性lgA* ［［ 

コメント：
採取日： 2021/05/24 
受領日： 2021/05/26 
報告日 2021/06/04 
方法：エリサ ， 顕微鏡比色法肉眼的観察

消化／吸収

基準数値

> 200 µg/mL 

なし ー ほとんど陰性

なし 一 Rare

なし — ほとんど陰性

陰性

基準数•

く 7.3 µg/ml 

�50 µg/g 

� 500 ng/ml 

なし-Rare

陰性

基準数値

30-275 mg/dl 

顧客番号：30131
株式会社デトックス：Yasuhiro Konishi 
Detox Co., Ltd. 
5-18-101 Rokubancho Chiyoda-ku 
Tokyo, 102-0085 Japan 

エ
ラ

スターゼ所見 は、
膵外，低分値泌

と
機慢能性不膵全炎の 診断また は除外に用い

る

こ

と がで
きます。 炎

および
癌との 相関

が 報告されて
いま す。

脂肪染色：スダンIV染色 を用いた糞出
す

便
る

脂
た訪

め

のに顕利微用鏡さ
測れ定

るは、 脂肪吸収を 評価 し、 脂肪便 を 検
定 性的手技です。

便 中の 筋 織
、

「繕膨 は 不完全消化の 指標とな ります連。
し
腹

て
部い

膨
る

満

能
感性、鼓が腸

あ
感

り
満感」 は、筋繊雑 の 増加と関

可

ます。
便

る
場中合のも櫨

あ
物れ性ば織

、
縫「ス

はピ、咀
ー疇ドがが 早不 い十」分食で事あ

を
る

し

こ
て

といを
る

示 場して合いも
あ ります。
炭良水化物す可：便

能
検性体

が
中

あ
の

り
還元物質の 存在 は炭水化物吸収不

を示す ます

ラ
(

Iのブ
る

な

Bロ上

ク

予

信

O

テ

)
で

ト
頼

測
ク

フ

と

不
因

で

機

チ
ェ可
き

子

ン

能
リ

る

欠

で

濃

ン

症
マ

な
あ

度
お

状ー役

り

の
よ

カ欝

．

(Jモ
び
ー

再

B
を

-Sカで

覺

果
)
タ

す
ル’

の

た
)

リ

ス

．ブ鑑ン
す

糞

ク

グロ
こ
別

便

が
と

は

テ

お
中

低
が

、

ク

よラ治
で

い

チ

びク療きこ

ン

ト

I

と

、のBフ

を

は

O
I

B

ェ青

示

、

リ
O

の

効
ン

器

す

寛

管
性お
こ貫解理を

よ

と

性

の
決

の

が

び

炎

定良

た

カ

で

症

ル好
め

す

き
ます。
リ ゾチ

ー
ム はま濃

消
度
化

の
管 上の昇炎が症確部認位さ

でれ分
て
泌いさま

れ
す

る

。 酵素
で あ り、

18D
患
者で1

便
膜患

中の 白血球こロ(W

りー

B

ま

C
ン

す

)病

。

とや粘潰液瘍は性、 細菌や寄生虫の 感染 、

粘疾 にの伴刺っ激
て

、 起ク
大腸炎などの炎症

性腸

分泌型IcA
(

slgA
)
） は粘膜組織から 分 泌され、 消化管 粘膜

の 防御の 第一線 を 表し 、 免疫バリアとしての 消化管の 正常
な 機能の 中心です。slgA濃度 の

上昇 は、 免疫応答のアップ
レギュレ ートと関運 して

います。

＊この試験は1!11発され、 CUAの夏件と一致する方法でDoctor's Data Laboratoriesによりその性能特性が決定されました。米国食品医薬品局(FDA)はこの検査を承認または承鯰していませ
ん。しかしながら ｀ FDAクリアランスは現在、 臨床便用に必妻とされておりません。結果は 、 臨床診断または患者管理の決定のための唯一 の手段として使用されることを意図したものではあ
りませ ん。
tThis試験It 、 製造集者の指示およびドクターズデータラポラトリーズが決定した性能特性から 、 CUAの璽件と一致する方法で修正されています．
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総合便検査

酢酸キ

プロピオン酸＊

酪酸＊

吉草酸＊

酪酸中

総短鎖脂肪酸＊

赤血球

pH 

コメント：

潜血

色

固さ

オーダー：210526-0467
患看：
ID: P211460359 
性別：Female
年齢：8 DOB: 2012/10/02 

WITHIN OUTSIDE 

65 

13 

19 

2.9 

1.6 

8.3 

WITHIN OUTSIDE 

なし 11 
5.9 11 

陰性 11 

WITHIN OUTSIDE 

ロニ
二 □二］

短鎮の脂防醸

基皐戴•

50-72 % 

11 -25 % 

11 - 32 % 

0.8-5.0 % 

0.8 - 4.0 mg/ml 

5.0 - 16.0 mg/ml 

艤の健康マーカ―

基皐叡●

なし 一 Rare

5.8-7.0 

陰性

肉眼的外観

EXPECTED 

Brown 

Soft 

橿本データ

顧客書号30131
株式会社デトックス：Y曇●uhiro Koniヽhi
Detox Co., Ltd. 
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便中の
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症
は

性
、寄膿生 虫感

と隣染運症し
や
て

織し 薗感 染とが症あ潰瘍性 の炎 疾患 ヽるこ
ります。大鵬癌、鴨震鴨も障外すぺきです。
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は、層の有益な細 薗叢による織繕の発酵に
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漕血 鴫性：潜血陽性 は血液中に遊離
す

ヘモグロ
さ

ビ
れ

ン
ま
が
す

存
。
在す

ることを示し、血液は赤血球が溶解 ると放出

色：肝臓から消化馨系に導入された胆汁に編薗 が作用して
形成される色素のため、便は通常褐色です。特定の状態は

便の色の査化を引き起こす可能性 が ありますが、多くの責
化は撫害であり、食品や栄養補助食品中の色素によって引
き起こされます。
璽さ：便は通常約75％の水分を含み、理想的には形成されて
軟らかくある ぺきです。便の硬さは、通過時間および吸水量

に基づいて賓化し得ます。

月i；スクロモ晨雪！電極．グアヤック．肉眼的観察

|行his試験を111覺し、その性鑑特性をドクターズデータラポラトリーズがCUAの璽件←致する方法で決定しました．米国食品匿藁品鳥(FDA)はこの檎董を承認または承認していない：しかし
ながら、FDAクリアランスは璽在、 纏床使用に必璽ではありません．
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